








妊娠中の喫煙が低出生体重や早産のリスクを増大させることは,すでに明らかである。最近

では受動喫煙による影響が,妊婦の場合でも問題になってきており,夫などの同居家族の喫

煙もリスク因子として考慮しなければならない。また小児の受動喫煙が,呼吸器疾患などの

症状を増悪させることも明らかである。それにもかかわらず,両親とくに父親の認識はまだ

欠如している。 

未成年者に対する禁煙教育が重要であるが,まだ十分でないばかりでなく,舅,姑を含めた

同居家族や,教育の現場における教師の喫煙状況を見ると,この面でも認識の欠如が目だっ

ている。 

今後は,母子を受動喫煙から守るとともに,未成年者の喫煙を防ぐために,家庭および教育

の現場における禁煙の知識の啓蒙が重要な課題である。 


